
























































群 壮年（中・高時代） 大学生 （中学校時代）
分類 男性（189件） 女性（206件） 男性（227件） 女性（306件）
学校生活全体 2：学校生活 1：学校そのもの 1：学校へ行く事






スポーツ 25：野球8，ソフト25：卓球5， 12：サッカー5， 11：バレーボール4，
ボール4，サッ ソフトボール2， 野球3， 跳び箱3，
カー3，卓球2， ドツジボール2， バスケ2， パスケ3，
マラソソ2，体 バレーボール， 球技， ソフトボール，
操，プール他 バスケ， テニス 器械体操
2，スポーツ2 スケート
，，曹一，一一一一甲一一層曹冒冒層｝
遊び 3：チャンバラ， 18：縄飛び4， 11：昼休みの遊び5，5：トラソプ3，
馬跳び， 他外遊び8， 鬼ごっこ3， 歌を歌う，




話す， 他3（交換日記， デート2 交換日記6，
デート 文通等） 漫画の貸し借り
一一一雫一一一一一一一一一，一，一一








6，柔道4，パ テニス4，陸上 一11，　テニス ケ4，ダソス4，
スケ3，サッカ 3，バスケ2， 6，卓球4，バ バドミントソ一2，山岳部2， 他3，新聞2， レーボール3， 3，卓球2，陸
他11，吹奏楽 放送2，英語2， 剣道2，バドミ 上2，パレーボ
7，合唱2，他 美術2，オーケ ントソ，水泳， 一ル2，剣道，
6，部活3，試 ストラ2，他5， 吹奏楽2，科学 他3，楽器演奏合3，合宿，部 部活5，試合1， 部2，部活12， 3，他3，部活活後3（おしゃ 合宿5，他4（部 試合15，合宿 12，合宿10，試べり，買い食い 活後のおしゃべ 3，部活引退後 合4，おしゃべ他），他10 り等） の放課後 り21，その他8
行事 45：修学旅行19，文52：修学旅行27，文 42：体育祭17，修学89：修学旅行24，文
化祭4，遠足2， 化祭5，運動会 旅行10，文化祭 化祭19，体育祭
運動会2， 5，スキー教室 ・合唱祭8， 12，合唱祭10，









悪さ・騒ぎ 6：早弁2， 8：買い食い5， 8：サボる， 14：授業中5（おし




















































群 男性 （62件） 女性 （113件）




バスケット3， サッカー2， パドミントソ， バレーボール，









@その他（交流） 1：話す 1：話す 19：話す 5：話す
（活動） 1：ファソクラブ設 1：生徒会
立







































壮年 大学生 中学生 壮年 大学生 中学生











壮年 大学生 中学生 壮年 大学生 中学生
関連件数／総件数 189／478227／38362／254206／503306／607113／383




















































































































































































部　　活 行　　事 スポーツ 会　　話
東京
ｷ野
68／147（46．3％）
S4／77（57．1％）
104／474（21。9％）
V1／163（43．6％）
6／104（5．8％）
P3／71（18．3％）
15／104（14．4％）
R0／71（42．3％）
6／104（44．2％）
P4／71（19．7％）
0／104（19．2％）
U／71（8．5％）
　フィッシャーの直　　長野〉東京　　　　　　　　　長野〉東京　　長野く東京
　接法で有意な結果　　　（p〈．01）　　　　　　　　　　（pく．01）　　　（P〈．01）
　　　　　　　　　　　　　　　　（ボンフェロー二の不等式により下位検定の危険率の合計：pく．05）
表4に示し，男女それぞれ世代差をカイニ乗検定した。その結果，有意（p＜．05）であった
場合はフィッシャーの直接法を用いて下位検定をし，ボソフェロー二の不等式で有意水準を調
整して下位検定の危険率の合計が5％以下になるようにした。
　（4）各群ごとに学校関連の楽しみ件数の総件数に対する％を占有率とし，世代間比較の検定
一32一
結果とともに表5に示した。ついで，分類内容のうち件数の多い「部活」，「行事」，「スポー
ツ」，「会話」について学校関連の楽しみ件数に対する％を表6に示し，検定結果をも示した。
　（5）表7，表8，表9は表4，表5，表6に対応した男女を比較した表と検定結果である。
　（6）表10は中学生についての地域差（学校差）をまとめたものと検定結果である。
　（7）表には示していないが，学校関連のたのしみが有る人のうち，それ以外のたのしみが無
い人の人数と出現率は壮年世代の男性は17人（15．0％），女性は10人（8．8％），大学生世代の
男性は32人（25．8％），女性は19人（16．8％），中学生世代の男子は14人（13．0％），女子は21
人（18．1％）であった。中学生について地域別にみると東京の男子は4人（6．0％），農村の男
子は10人（24．4％），東京の女子は9人（11．3％），農村の女子は12人（33．3％）であった。
まとめ
1．　ピークは中学（高校）から小学校へ移行，中学生では学校離れ
　中学生の学校関連の楽しみは出現率，占有率ともに他の世代に比べて低いという結果であっ
た。（表4，表5）最近の中学生にとって「楽しい」場所としての中学校の役割は以前よりも
減少してきている。この結果は小学校時代についての世代間比較の結果とは逆である（1）。小学
校での出現率は男女とも中学生，大学生が壮年より高く，占有率では男女とも世代が下がるに
つれて順に高くなった。このように中学生世代が前の世代より高いことはあっても低いことは
無かった。次に各群の小学生から中学生への変化を調べて見ると，壮年，大学生では学校関連
の楽しみの役割は小学生よりも中学生（高校）の方が大きい。（壮年：男女共出現率，占有率
ともに小学校く中学・高校。大学生：男女共出現率は有意差無し。占有率は壮年同様男女共小
学校より中学校の方が高いが，高校では占有率が男性29．9％，女性32．4％に下がる。）一方，
中学生では男女共，出現率，占有率共に小学校の方が高い。（以上カイニ乗検定　p＜．05）大
学生世代と中学生世代の年齢差は10歳前後であり，壮年世代と大学生世代間の隔たりよりも短
いが，その間の子どもの生活の変化は大きかったもようである。子どもにとって楽しい居場所
として学校が大きな役割を占める時期が早くなり，学校離れも早くなったとも考えられる。
2．学校離れの一因は部活離れ
　楽しみの内容を世代間で比較すると，かつて人気のあった部活の占有率が男女とも低下し
た。（表6）ただし，他の世代にとって中学校時代は過去だが，中学生世代にとっては現在で
あることの影響が考えられる。部活のような辛い面もあることはその当時は「楽しい」と思え
ないかもしれないが過去になれぽ「思い起こせぽ楽しかった」こととしては記述される可能性
がある。行事に関しては男性と女性で逆の結果となり，女性では増え，男性では減った。
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3．学校離れは都市の方が農村よりも大きい
　表10で地域差をみると農村の学校の方が学校関連の役割が高く，学校離れは都市部の方が大
きいことを示唆している。学校以外での楽しみを比較すると東京ではカラオケ，買い物など町
での遊びが目立つ。（カラオケ：東京30件，長野2件，買い物：東京40件，長野4件）因みに
生活時間を比較すると男子ではTV／ゲームの時間（5．93／3．1時間／日），塾等の時間（6．16／
1．83時間／週）ともに東京の方が長く，女子では塾等の時間（6，26／2．66時間／週）が東京の方
が長野より有意に長かった。（2）
4．　男性は部活，スポーツを，女性は行事，会話を楽しむ傾向
　男女を比較すると大学生ではたのしみの出現率は女性の方が高いが占有率は逆に男性の方が
高いという性差が認められた。（表7，表8）学校関連の楽しみのある男子の場合，楽しみの
学校集中が顕著であるという結果である。楽しみの内容を見ると部活，スポーツは男性〉女
性，行事，会話は女性〉男性という性差がいくつかの世代で認められた。（表9）
　最後に学校のあり方を学校関連の楽しみの出現率，占有率から考えると，出現率は高い方が
学校での楽しみのある人が多いことなので望ましいが，占有率は学校以外の楽しみとのバラソ
スが大切であり，高い方が望ましいとは限らない。占有率の高すぎは楽しみの学校への集中，
言い換えると学校以外の居場所や人間関係の乏しさを意味し，学校で問題を抱えたときに逃げ
場がないことにもなる。学校関連の楽しみ以外にはたのしみの無い人の出現率は少ない方が望
ましいが，最も多かったのは男性では大学生世代で32人（25，8％），女性では中学生世代の農
村の女子で12人（33．3％）であった。楽しみの内容については，どの世代でも正課以外の事が
殆どであった。学校での楽しみは学校生活の「周辺」や「隙間」にあるといえる。また，壮年
世代，大学生世代では寄り道や悪さ・騒ぎなど「悪い」事をたのしんだ例が目立つが，中学生
では両地域とも悪さ・騒ぎの例は少なく，農村の男子では皆無であった。以上限られた対象者
についての分析結果であるが，学校のあり方を考える資料として，また今後楽しみの「発達課
題」を考える上でも生かしたいと考えている。
文　　献
（1）勝浦クック範子，池田紀子，小澤道子，羽室俊子「小学校でのたのしみ経験一世代差，性差を中心
　　に一」第10回日本発達心理学会，1999年
（2）池田紀子，羽室俊子，小澤道子，勝浦クック範子，上田礼子「中学生のたのしみ経験の地域差一東
　　京と農村地域の比較一」第45回日本小児保健学会，1998年
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